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世　帯 

人　口 

男 

女 

16,723 

52,560 

25,964 

26,596

（＋35） 

（＋17） 

（＋24） 

（－  7） 

（前月比） 

▲ 津浜海水浴場

今
月
３
日
、
富
津
海
水
浴
場
の

海
開
き
を
皮
切
り
に
、
市
内
の
５

つ
の
海
水
浴
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。波

が
穏
や
か
で
広
い
富
津
海
水

浴
場
、
砂
浜
が
き
れ
い
で
遠
浅
の

大
貫
中
央
海
水
浴
場
、
水
が
き
れ

い
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
い
新
舞

子
海
水
浴
場
、
設
備
が
整
い
広
い

砂
浜
の
上
総
湊
海
水
浴
場
、
少
し

狭
い
が
岩
場
が
あ
り
磯
遊
び
も
で

き
る
津
浜
海
水
浴
場
と
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

富
津
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
と
、
金

谷
に
あ
る
海
浜
公
園
プ
ー
ル
は
７

月
20
日
�
オ
ー
プ
ン
。

海
水
浴
場
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ

ー
に
監
視
を
依
頼
し
て
水
難
事
故

に
備
え
ま
す
。
プ
ー
ル
で
も
監
視

員
を
配
備
し
て
見
守
り
ま
す
。
で

も
や
は
り
水
の
事
故
は
、
自
分
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
磯
根
の
浜
に
は
、
ハ
マ

ヒ
ル
ガ
オ
が
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き

詰
め
た
よ
う
に
咲
い
て
い
ま
す
。

淡
い
桃
色
の
花
は
、
訪
れ
る
人
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

市
民
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は
７
月

１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
開
設
し

ま
す
。
大
人
７
〜
８
人
位
利
用
で

き
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
５
棟
、
大
人

５
〜
６
人
位
の
テ
ン
ト
が
９
張
り

あ
り
ま
す
。
近
く
に
は
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
広
場
が
あ
り
、
野
鳥
の
森
や

パ
ノ
ラ
マ
広
場
を
通
る
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
夏
の
暑

い
日
ざ
し
も
さ
え
ぎ
る
涼
や
か
な

木
立
の
中
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
夏
休
み
の
期
間

中
、
ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

富
津
公
園
の
中
に
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
は
、
持
ち
込
み
の
テ
ン
ト
を

張
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
木
漏
れ

日
の
中
の
敷
地
は
な
ん
と
３
０
０

０
坪
。
ま
た
、
海
が
近
く
に
あ
り
、

海
水
浴
は
も
ち
ろ
ん
潮
干
狩
り
も

で
き
ま
す
。
富
津
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー

ル
も
近
い
し
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
あ

り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
ま
す
。

７
月
21
日
に
は
、
富
津
花
火
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。
東
京
湾
口
道

路
の
建
設
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
こ

の
花
火
大
会
は
今
年
で
39
回
目
。

お
な
か
の
中
ま
で
響
い
て
く
る
音

と
と
も
に
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が

る
花
火
。
色
彩
豊
か
な
、
そ
の
名

の
と
お
り
の
火
の
花
を
、
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
人
も
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

こ
の
日
は
、
富
津
公
園
の
入
り

口
か
ら
夜
店
が
並
び
、
市
内
外
か

ら
老
若
男
女
、
た
く
さ
ん
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

商
工
観
光
課
�
80
・
１
２
９
１

うううう
　　　　
みみみみ
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▲市民の森キャンプ場

▲磯根崎のハマヒルガオ

７月３日�
～８月31日�

７月19日�
～８月19日�

７月９日�
～８月19日�

７月18日�
～８月24日�

７月20日�
～８月31日�

７月20日�
～８月26日�

（7月21日と22日は休館）

７月15日�
～８月19日�

海水浴場・プール開設予定期間

富 津 海 水 浴 場 ：

大貫中央海水浴場：

新舞子海水浴場：

上総湊海水浴場：

津
つ

浜
はま

海 水 浴 場 ：

富津ジャンボプール：

金谷海浜公園プール：

日　時　日　時　7月2121日�日� 
　　　　午後　　　　午後7時2020分～分～9時（荒天順延）時（荒天順延） 
場　所　富津公園場　所　富津公園 
　東京湾口道路建設早期実現を願って、今年も「富津花火大会」が開 
催されます。また、勇壮な和太鼓のショーも行われますので威勢のよ 
い太鼓の音と、夏の夜空を彩る3500発の花火をお楽しみください。発の花火をお楽しみください。 
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 商工観光課　�80･1291291

日　時　7月21日� 
　　　　午後7時20分～9時（荒天順延） 
場　所　富津公園 
　東京湾口道路建設早期実現を願って、今年も「富津花火大会」が開 
催されます。また、勇壮な和太鼓のショーも行われますので威勢のよ 
い太鼓の音と、夏の夜空を彩る3500発の花火をお楽しみください。
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 商工観光課　�80･129



・
介
護
老
人
保
健
施
設
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
さ
き
ぐ
さ

〇
身
体
障
害
者
更
正
援
護
施
設

・
身
体
障
害
者
療
護
施
設
ど
ん
ぐ

り
の
里

（
富
津
市
以
外
の
指
定
施
設
で

も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。）

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

て
、
傷
害
の
内
容
が
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
）
で
、
投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め

に
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
人
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
証
明
書
の
有
効
期
間
の
過
ぎ
て

い
る
人
、
新
た
に
交
付
を
希
望
す

る
人
は
、
早
め
に
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
投
票

用
紙
な
ど
の
請
求
は
、
７
月
25
日

旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
投
票
所
入

場
券
の
投
票
所
名
を
確
認
し
て
だ

さ
い
。）

◎
３
月
29
日
以
降
市
外
に
転
出
し

た
人
は
、
転
出
先
の
市
区
町
村
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
当
市
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

７
月
29
日
�
の
投
票
日
に
、
仕

事
や
買
い
物
、
旅
行
な
ど
に
出
か

け
る
人
は
、
前
も
っ
て
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
期
　
間

７
月
12
日
�
か
ら
７
月
28
日
�

ま
で
（
土
・
日
・
祭
日
も
投
票
で

き
ま
す
。）

◎
場
所
・
時
間

〇
市
役
所
５
階
５
０
４
会
議
室

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

〇
天
羽
行
政
セ
ン
タ
ー
　
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時

第
19
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月
29
日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
国
政
を
託
す
大
切
な
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
真
実

の
声
を
１
票
に
託
し
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
進
ん
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
か
ら
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
方
法
が
変

わ
り
ま
し
た
の
で
「
投
票
の
順
序
」
欄
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
�
80
・
１
３
２
６

◎
公
示
日

７
月
12
日
�

◎
投
票
日

７
月
29
日
�

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

◎
開
　
票

７
月
29
日
�

午
後
９
時
30
分
〜

富
津
市
総
合
社
会
体
育
館

投
票
所
入
場
券
は
、
７
月
12
日

に
郵
便
局
か
ら
各
家
庭
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。

入
場
券
は
、
封
筒
で
各
世
帯
単

位
に
６
名
連
記
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

中
を
確
認
の
う
え
、

投
票
日
ま
で
大
切
に

保
管
し
、
投
票
日
に

は
自
分
の
も
の
だ
け

切
り
は
な
し
て
、
必

ず
本
人
が
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
場
券
を

万
一
紛
失
し
た
り
、

転
居
な
ど
で
届
か
な

か
っ
た
人
で
も
「
投

（2）

票
で
き
る
人
」
に
該
当
す
る
場
合

は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

�
千
葉
県
選
出
議
員
選
挙

立
候
補
者
の
個
人
名
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

�
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

今
回
の
選
挙
か
ら
「
非
拘
束
名

簿
式
」
と
な
り
、
名
簿
に
記
載
さ

れ
た
候
補
者
名
を
記
載
し
ま
す
。

た
だ
し
、
候
補
者
名
に
代
え
て
政

党
名
を
記
載
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

◎
「
非
拘
束
名
簿
式
」
と
は

こ
れ
ま
で
の
参
議
院
比
例
代
表

選
挙
は
、
あ
ら
か
じ
め
政
党
の
側

で
候
補
者
の
当
選
順
位
を
決
め
て

お
く
方
式
（
拘
束
名
簿
式
）
で
、

有
権
者
は
政
党
名
を
記
載
し
て
投

票
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
た
に
導
入
さ

れ
た
「
非
拘
束
名
簿
式
」
は
名
簿

で
は
当
選
順
位
は
決
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
有
権
者
が
「
候
補
者
名
」

ま
た
は
「
政
党
名
」
の
い
ず
れ
か

を
記
載
し
て
投
票
す
る
方
式
で
あ

る
た
め
、
有
権
者
は
当
選
さ
せ
た

い
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
選
挙
で
投
票
の
で
き
る
人

は
、
次
の
要
件
を
備
え
「
富
津
市

選
挙
人
名
簿
」
に
登
載
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

�
昭
和
56
年
７
月
30
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、

�
平
成
13
年
４
月
11
日
ま
で
に
住

民
登
録
が
し
て
あ
り
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
。

６
月
26
日
以
前
に
市
内
転
居
し

た
人
は
、
新
し
い
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
で
き
ま
す
が
、
６
月
27

日
以
降
に
市
内
転
居
し
た
人
は
、

◎
持
参
す
る
も
の

投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い
る

場
合
）

◎
方
　
法

「
投
票
用
紙
等
の
請
求
書
」
の

当
日
投
票
所
に
行
け
な
い
理
由
の

欄
に
〇
印
を
つ
け
て
、
投
票
用
紙

の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

病
院
や
施
設
に
入
院
あ
る
い
は

入
所
中
の
人
は
、
そ
の
病
院
や
施

設
が
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設

の
指
定
（
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
）
を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の

場
所
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

手
続
き
、
方
法
に
つ
い
て
は
、

そ
の
病
院
あ
る
い
は
施
設
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
富
津
市
内
で
の
指
定
施

設
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
老
人
ホ
ー
ム

・
天
羽
養
護
老
人
ホ
ー
ム

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
楽
生
園

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
望
み
の

門
紫
苑
荘

・
さ
つ
き
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
つ
つ
じ
苑

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ラ
ク
ト
ピ
ア

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
金
谷
の

里
〇
病
　
院

（
必
着
）
ま
で
で
す
。

仕
事
な
ど
で
ほ
か
の
市
区
町
村

に
滞
在
中
で
、
投
票
日
ま
で
に
本

市
に
帰
ら
な
い
予
定
の
人
は
、
滞

在
地
の
市
区
町
村
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
滞
在
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

選
挙
日
程

投
票
所
入
場
券

投
票
の
順
序

投
票
で
き
る
人

市
内
で
住
所
を

変
え
た
人

こ
ん
な
と
き
は
、

不
在
者
投
票
を

ごごごごみみみみゼゼゼゼロロロロ運運運運動動動動ににににごごごご協協協協力力力力、、、、
あああありりりりががががととととううううごごごござざざざいいいいままままししししたたたた

５月27日、市内一斉に行われましたごみゼロ運動、

心配されたお天気の中で朝早くから道路沿いの草刈り

や側溝の清掃、空き缶ひろいなど１万3000人の市民が

参加しました。集められたごみは30トン、そのうち空

き缶は18トンでした。

ご協力ありがとうございました。

開票状況は
午後10時から30分ごとに
開票会場で発表します

電話による問い合わせ先

�80・1326
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富津公民館青堀分館 
大堀二区集会所 
青木区集会所 
富津小学校体育館 
浜町区集会所 
下洲漁業協同組合事務所 
飯野コミュニティセンター 
二間塚公民館 
中央公民館 
大貫保育園 
黒田ホール 
 
 
 
 
農村青少年研修センター 
天羽行政センター 
湊小学校体育館 
天神山コミュニティセンター 
梨沢公民館 
竹岡コミュニティセンター 
萩生集会所 
金谷コミュニティセンター 
 
峰上地区公民館 
 
環南小学校体育館 
山中区公民館 
関豊小学校体育館 

大堀の区域（大堀1区・大堀5区) 
大堀の区域（大堀2区）、新富の区域 
青木・西川・下飯野の区域、新井の一部の区域 
富津の区域（東町・仲町）、新井の区域 
富津の区域（西町・浜町・新町） 
川名・篠部の区域、富津の一部の区域 
下飯野・上飯野・本郷・前久保・二間塚の区域 
二間塚の区域、下飯野・上飯野・本郷・前久保の一部の区域 
小久保の区域 
岩瀬の区域 
千種新田の区域、西大和田・岩瀬の一部の区域 
西大和田・絹・相野谷・一色・障子谷・上・ 
近藤・八田沼・中の区域 
宝竜寺・花香谷・佐貫（佐貫・東佐貫）・ 
亀沢・亀田（中村1・中村2）・鶴岡の区域 
八幡・笹毛の区域、亀田（大坪）の一部の区域 
湊・海良・売津の区域 
数馬・岩坂・更和・加藤・望井・台原・桜井の区域 
花輪・不入斗・長崎・横山・相川の区域、梨沢の一部の区域 
梨沢の区域 
竹岡の区域 
萩生の区域 
金谷の区域 
上後・関尻・小志駒・岩本・山脇・田原・ 
押切・六野・大森・寺尾・恩田・東大和田・ 
田倉・高溝・宇藤原・大川崎・大田和の区域 
志駒の区域 
山中の区域、梨沢の一部の区域 
関・御代原・豊岡の区域 
（男 21,706　女 22,211） 

12 
 
13

吉野小学校体育館 
 

佐貫中学校体育館 
 

2,578 
 2,332 
 2,859 
 2,953 
 1,706 
 1,064 
 3,098 
 1,946 
 2,373 
 1,598 
 2,487 

 
 
  
 

 1,043 
 2,463 
 1,903 
 991 
 191 
 1,606 
 672 
 1,650 

 
 1,829 

 
 200 
 164 
 830 

43,917

3,399

 1,982

合　　　　計 

富津市投票区域一覧表 選挙人名簿登録者数 
平成13年6月2日現在 （単位：人） 

投　票　所 登録者数 投 票 区 の 区 域 投票区 
市
役
所
で
行
う

病
院
・
施
設
な
ど
で
行
う

７
月
29
日
（日）
は

参参参参
議議議議
院院院院
議議議議
員員員員
通通通通
常常常常
選選選選
挙挙挙挙
のののの
投投投投
票票票票
日日日日
でででで
すすすす

―
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
―

郵
便
で
行
う

滞
在
地
で
行
う

選 挙 速 報



（3）

最
近
、
抵
抗
も
で
き
な
い
幼
い

子
ど
も
に
対
す
る
痛
ま
し
い
虐
待

事
件
が
数
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

富
津
市
で
は
、
地
域
で
児
童
と
接

す
る
機
会
の
あ
る
保
育
関
係
者
や

民
生
・
児
童
委
員
、
家
庭
相
談
員

な
ど
に
よ
る
児
童
虐
待
防
止
連
絡

会
議
を
先
月
結
成
し
、
防
止
に
向

け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

全
国
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る

相
談
件
数
は
、
平
成
５
年
度
は
、

１
６
１
１
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
８ 

11
年
度
に
は
１
万
１
６
３
１
件
と

７
倍
に
も
増
え
て
い
ま
す
。
千
葉

県
で
は
同
27
件
が
３
０
５
件
と
約

11
倍
で
、
富
津
市
の
属
し
て
い
る

君
津
児
童
相
談
所
管
内
で
も
、
２

件
で
あ
っ
た
の
が
21
件
と
や
は
り

急
増
し
て
い
ま
す
。

虐
待
と
呼
ば
れ
る
行
為
に
は
４

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
的
暴
行
―
子
ど
も
の
身
体

を
傷
つ
け
た
り
、
故
意
に
ケ
ガ
を

さ
せ
た
り
、
身
体
に
苦
痛
を
与
え

た
り
す
る
こ
と
。

○
養
育
の
怠
慢
や
放
置
（
ネ
グ
レ

ク
ト
）
―
子
ど
も
に
適
切
な
衣
食

住
の
世
話
を
し
な
い
、
放
っ
て
お

く
こ
と
。

7月から
国民健康保険
税の納付が
始まります

国保年金課 
国保係 

�80・1271

問い合わせ 

国
保
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

募
集
し
て
い
ま
す

◆
「
今
が
旬
」
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。（
４
０
０
字
以
内
）

◆
ふ
る
さ
と
や
サ
ー
ク
ル
の
こ
と
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ふ
る
さ
と
を
想
う
」、「
な
か
よ
し
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
く

だ
さ
る
人
・
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
「
や
ん
ち
ゃ
ざ
か
り
」
に
登
場
し
て
く
だ
さ
る
小
学
校
低
学
年

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

写
真
と
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
と
簡
単
な
コ
メ
ン
ト

を
添
え
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

送
り
先
・
連
絡
先
・
　

〒
２
９
３
│
８
５
０
６
　
富
津
市
下
飯
野

２
４
４
３
　
富
津
市
役
所
情
報
課
広
報
広
聴
係
　
80
・
１
２
２
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
80
・
１
３
５
０

○
心
理
的
虐

待
―
子
ど
も

の
存
在
を
無

視
し
た
り
、

お
び
え
さ
せ

た
り
、
ば
声

を
浴
び
せ
た

り
し
て
情
緒

不
安
定
に
さ

せ
る
こ
と
。

○
性
的
暴
行

―
親
や
養
育

者
に
よ
る
性

的
な
虐
待
の

こ
と
。

こ
れ
ら
の

う
ち
、
身
体

的
暴
行
が
、

57
％
と
最
も
多
く
、
養
育
の
怠
慢

や
放
置
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
が
38
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も

の
年
齢
は
、
３
歳
未
満
20
％
、
３

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員

保
険
の
年
金
を
受
け

て
い
る
人
は
、
毎
年
、

誕
生
月
の
末
日
ま
で

に
、
社
会
保
険
庁
に

「
年
金
受
給
者
現
況

届
」
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
は
、
年

金
を
受
け
て
い
る
人

や
そ
の
家
族
の
状
態

に
変
化
が
な
い
か
を

確
か
め
て
、
引
き
続
き
年
金
を
支

給
す
べ
き
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
、

年
に
一
度
の
大
切
な
届
出
で
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
月
の

初
め
に
本
人
あ
て
に
郵
送
さ
れ
て

田
舎
暮
ら
し
を
し
て
い
る
者
に

と
っ
て
夏
と
い
う
季
節
は
正
に
草

と
の
戦
い
の
季
節
で
あ
る
。

休
耕
田
を
は
じ
め
、
土
手
と
い

わ
ず
畑
と
い
わ
ず
庭
ま
で
も
草
、

草
、
草
で
追
わ
れ
通
し
。
土
手
の

草
を
刈
っ
て
い
る
う
ち
に
畑
の
草

が
生
え
、
畑
の
草
を
取
っ
て
い
る

間
に
築
山
の
草
が
育
つ
。
何
時
に

な
っ
て
も
き
り
が
な
い
。
一
足
家

を
出
る
と
隣
の
家
の
草
刈
機
の
音

が
ぶ
ん
ぶ
ん
。
少
し
行
く
と
ほ
か

の
家
で
も
ぶ
ん
ぶ
ん
。
皆
、
草
を

刈
っ
て
い
る
。

以
前
当
地
で
は
ど
こ
の
家
で
も

農
耕
用
の
牛
を
飼
っ
て
い
た
。
草

は
牛
の
大
事
な
飼
料
。
そ
れ
に
水

田
の
肥
料
も
草
。
古
文
書
に
よ
る

と
肥
料
用
の
草
の
奪
い
合
い
で
、

隣
村
と
ケ
ン
カ
さ
え
し
た
ほ
ど
で

あ
る
。
そ
れ
が
今
で
は
牛
は
い
な

い
、
肥
料
は
化
学
肥
料
、
と
な
る

と
草
は
不
用
。
必
要
な
草
を
刈
り

取
る
の
と
不
用
な
草
を
刈
り
倒
す

の
と
は
で
は
草
も
仕
事
も
気
分
も

違
う
。
夏
中
、
草
と
の
葛
藤
を
続

け
な
が
ら
、
草
刈
り
ば
あ
さ
ん
の

名
を
返
上
す
る
時
が
来
な
い
も
の

か
と
思
う
毎
日
で
あ
る
。

絹
村
　
通
江
（
関
）

草
刈
り

�

―
守
ろ
う
幼
い
命

育
て
よ
う
小
さ
い
夢
―

今
月
の
主
な
行
事

21
日
�
　
第
39
回
東
京
湾
口
道
路
建
設
促
進
「
富
津
花
火
大
会
」

（
荒
天
順
延
）

29
日
�
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
日

歳
か
ら
学
齢
時
36
％
、
小
学
生

40
％
、
中
学
生
４
％
と
な
っ
て
い

て
、
子
ど
も
の
人
格
形
成
に
大
切

な
３
歳
か
ら
小
学
生
の
時
期
に
、

被
害
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

本
来
は
、
守
る
べ
き
親
が
、
ほ

か
に
逃
げ
場
の
な
い
幼
い
子
ど
も

に
暴
力
を
ふ
る
う
。
ス
ト
レ
ス
や

気
持
ち
の
不
安
定
さ
か
ら
く
る
い

ら
だ
ち
を
、
弱
い
子
ど
も
に
ぶ
つ

け
て
し
ま
う
。
つ
い
に
は
自
分
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
親

は
も
と
も
と
子
ど
も
を
愛
し
て
い

る
の
に
―
。

同
会
議
で
は
、早
期
に
発
見
し
、

惨
劇
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
関
係

者
の
連
絡
を
密
に
し
、
現
状
の
把

握
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。虐

待
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ

て
連
絡
す
る
の
は
、
近
隣
知
人
が

最
も
多
く
48
％
、
以
下
、
福
祉
事

務
所
、
家
族
親
戚
、
医
療
機
関
、

警
察
、
学
校
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

大
切
な
命
を
、
か
わ
い
い
夢
を
失

わ
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。
月
間
中
に
は
、

保
護
司
会
や
更
生
保
護
婦
人
会
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
街
頭
で
の
広
報

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加

入
者
は
、
保
険
税
を
納
め
る
義
務

が
あ
り
、
そ
の
納
め
た
保
険
税
と

国
か
ら
の
負
担
金
を
合
わ
せ
て
私

た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
の

医
療
費
の
支
払
い
に
充
て
ま
す
。

つ
ま
り
、
保
険
税
は
大
切
な
国
保

の
財
源
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

税
額
は
、
下
の
表
の
よ
う
に
４

種
類
の
計
算
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、

40
歳
か
ら

64
歳
の
人

は
、
こ
の

ほ
か
に
介

護
保
険
の

保
険
料
が

含
ま
れ
ま

す
。納

付
期

間
は
７
月

か
ら
２
月

ま
で
で
す
。

納
付
期
限

を
守
り
、

納
め
忘
れ

の
な
い
よ

う
に
し
ま

し
ょ
う
。

き
ま
す
の
で
、
本
人
ま
た
は
代
理

人
が
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に
提

出
し
な
い
と
、
年
金
の
支
払
い
が

遅
れ
た
り
、
差
し
止
め
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。

な
お
、
年
金

を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た

日
か
ら
一
年
を

経
過
し
て
い
な

い
人
は
、
提
出

す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
20
歳

前
に
初
診
の
あ

る
傷
病
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
と
障
害
福
祉
年
金

か
ら
移
行
し
た
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
の
現
況
届
の
提
出

期
限
は
、
７
月
末
日
で
す
。

問い合わせ 
国保年金課  国民年金係  �80・1254

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

誕
生
月
に
は

現
況
届
を

提
出
し
ま
し
ょ
う

7
月
は
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
強

化
月
間

早
め
の
対
処
を

相
談
件
数
の
急
増

富
津
市
児
童
虐
待

防
止
連
絡
会
議
発
足

納める保険税の額

所得割額

均等割額

平等割額

資産割額

国保加入者となる人の前年中の収入に応じて計算します。
所得割課税対象額×税率
・給与所得の場合：給与所得控除後の額－給与特別控除額
（2万円）－基礎控除額（33万円）＝所得割課税対象額
・それ以外の場合：総所得額－基礎控除額（33万円）＝ 所
得割課税対象額　＊譲渡所得の特別控除額のある場合は控
除前の金額、また、営業や農業などの専従者控除分は事業
主の所得として計算します。

各世帯の国保加入者の人数に応じて一人いくらと計算します。

各世帯に均一にいくらと計算します。

国保加入者の資産に応じて計算します。
固定資産税額×税率

＋

＋

＝

＋

ご厚意ありがとう
（敬称略）

●さつまいもの会　　　1万円
●白井清一（西大和田1222）

3000円
●天羽カラオケ愛好会

3万1073円
●大成企業� 3765円

緑の募金

●小中学校（18校）
10万8141円

●高等学校（ 2 校）
5万 855円

●企業・団体 22万3953円
●市職員など　 23万9627円

社会福祉振興に



日
時

７
月
24
日
�
午
後
１
時
〜

５
時

場
所

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル

対
象

ど
な
た
で
も

定
員

５
０
０
人

参
加
費

無
料

内
容

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

の
権
利
を
保
護
す
る
制
度
の
現
状

に
つ
い
て
専
門
家
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

申
し
込
み
・
　
〒
２
６
０
―
８
５

０
８
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
４
―

３
千
葉
県
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
�

０
４
３
・
２
０
４
・
６
０
１
２
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
・
２
０
４
・
６
０

１
３

（4）

日
時

７
月
18
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所

君
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

君
津
地
域
に
居
住
す
る
女

性
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者

内
容

要
約
筆
記
の
勉
強
会
、
お

し
ゃ
べ
り
会
、
手
話
の
勉
強
、
ビ

デ
オ
鑑
賞
「
一
歩
踏
み
出
せ
ば
」

君
津
市
障
害
福
祉
課
�
53
・
０

７
１
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
53
・
０
７
１
５

お 
知 
ら 
せ 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

催
し
・
講
習
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
女
性
部
勉
強
会

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
参
加

者
名
、
保
護
者
名
、
住
所
、
連
絡

先
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年
、
性

別
、
交
通
手
段
（
送
迎
バ
ス
、
自

家
用
車
な
ど
）
を
記
入
し
て
７
月

13
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
９

２
―
０
８
１
２
木
更
津
市
矢
那
１

５
３
２
―
３
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究

所
業
務
課
へ

同
研
究
所
業
務
課
�
０
４
３

８
・
52
・
３
９
０
０

http://w
w
w
.kazusa.or.jp/

内
容

演
芸
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・

バ
ザ
ー
・
模
擬
店
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
・
金
魚
す
く
い
な
ど

※
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

場
所
・

金
谷
の
里
�
69
・
８
４

０
０

日
時

７
月
20
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所

千
葉
県
医
療
福
祉
専
門
学

校内
容

リ
ハ
ビ
リ
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

理
学
療
法
・
作
業
療
法
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど

対
象

ど
な
た
で
も

同
専
門
学
校
�
55
・
４
０
０
１

成
年
後
見
制
度
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

あ
す
な
ろ
健
康

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
１

福
祉
施
設
に
就
職
を
希
望
し
て

い
る
人
を
対
象
に
福
祉
の
仕
事
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

７
月
７
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所

ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｂ
Ａ

定
員

７
０
０
人

費
用

無
料

千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
�

０
４
３
・
２
４
８
・
１
２
９
４

福
祉
の
し
ご
と
実
践

学
習
会

対
象

社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
就

職
を
希
望
す
る
50
歳
位
ま
で
の
人

50
人

費
用

無
料

申
し
込
み

７
月
５
日
�
か
ら
電

話
で千

葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
�

０
４
３
･
２
４
８
･
１
２
９
４

福
祉
施
設
に
就
職
を
希
望
し
て

い
る
人
を
対
象
に
し
て
開
催
し
ま

す
。

日
時

講
義
＝
８
月
25
日
�
〜
27

日
�
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
実

習
＝
８
月
28
日
�
〜
29
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

場
所

千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー 福
祉
の
仕
事
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス

か
ず
さ
の
森
Ｄ
Ｎ
Ａ

教
室

日
時

７
月
23
日
�
・
24
日
�
・

25
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所

内
容

自
分
の
身
体
（
爪
、
髪
の

毛
、
口
の
粘
膜
）
な
ど
か
ら
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
取
り
出
し
調
べ
る
。

対
象

君
津
地
域
４
市
に
在
住
ま

た
は
通
学
の
中
高
生
で
３
日
間
と

も
出
席
で
き
る
人
20
人
（
応
募
者

日
時

７
月
14
日
�
正
午
〜
午
後

４
時

場
所

木
更
津
市
民
総
合
福
祉
会

館内
容

○
池
田
ワ
コ
ー
病
院
外
科

顧
問
大
森
幸
夫
さ
ん
に
よ
る
「
腸

の
病
気
と
洗
腸
」
○
専
門
看
護
師

の
清
藤
百
合
恵
さ
ん
に
よ
る
「
ス

ト
マ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
の
Ｑ
＆
Ａ
」

と
題
す
る
講
演
、
補
装
具
相
談

費
用

無
料

�
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉

県
支
部
�
０
４
７
・
４
５
２
・
６

４
３
３

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
造
設
者
）
講
習
会

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー

講
座

�
中
学
生
講
座
（
宿
泊
講
座
）

中
学
生
の
男
女
が
協
力
し
あ
い

料
理
体
験
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
を
体
験
し
な
が
ら
日
ご
ろ
感
じ

る
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
に
対

す
る
生
き
方
を
考
え
ま
す
。

日
時

８
月
18
日
�
〜
19
日
�

対
象

県
内
在
住
・
在
学
の
中
学

生�
男
性
講
座

男
性
を
対
象
に
職
場
の
働
き
方
、

家
庭
で
の
生
き
方
を
見
直
し
生
き

方
と
は
何
か
を
考
え
る
講
座
で
す
。

日
時

９
月
１
日
�
午
前
11
時
〜

午
後
３
時

対
象

県
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

場
所
　
�
�
と
も
千
葉
県
女
性
セ

ン
タ
ー

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
宿
泊

費
、
食
費
は
実
費
負
担
）

定
員

各
回
30
人
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み

は
が
き
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
�
は
、
８
月
５
日
�
、
�
は
、

８
月
10
日
�
ま
で
。
〒
２
７
７
―

０
８
８
２
柏
市
柏
の
葉
４
―
３
―

１
さ
わ
や
か
県
民
プ
ラ
ザ
内
千
葉

県
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
申
し

込
み
も
可
）

同
セ
ン
タ
ー
�
０
４
７
１
・
40

・
８
６
０
２

受
験
資
格

○
警
察
官
Ａ
＝
大
学
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
で
31
歳
（
採
用
時
）

未
満
の
人

○
警
察
官
Ｂ
＝
警
察
官
Ａ
以
外
で

31
歳
（
採
用
時
）
未
満
の
人
（
高

校
卒
業
見
込
み
の
人
も
含
む
）

試
験
日

９
月
２
日
�

受
付
期
間
　
７
月
６
日
�
〜
８
月

10
日
�

※
募
集
人
数
、
採
用
日
な
ど
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
を

富
津
警
察
署
�
66
・
０
１
１
０

千
葉
県
警
察
官

�
２
等
陸
海
空
士

（
18
歳
以
上
27
歳
未
満
男
子
女
子
）

�
一
般
曹
候
補
学
生

（
18
歳
以
上
24
歳
未
満
男
子
女
子
）

�
曹
候
補
士

（
18
歳
以
上
27
歳
未
満
男
子
女
子
）

�
航
空
学
生

高
卒
21
歳
未
満

受
付
期
間

８
月
６
日
�
〜
９
月

７
日
�

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

自
衛
隊
木
更
津
募
集
事
務
所
�

０
４
３
８
・
23
・
５
７
３
４

防
衛
庁
で
は
、
一
般
の
事
務
と

技
術
的
な
業
務
に
従
事
す
る
初
級

係
員
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日

９
月
23
日
�

受
付
期
間

７
月
２
日
�
〜
13
日

�※
詳
細
は
、
試
験
案
内
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

長
官
官
房
秘
書
課
採
用
試
験
室

�
03
・
３
２
６
８
・
３
１
１
１

去
る
２
月
17
日
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
植
樹
し
ま
し

た
市
役
所
前
通
り
の
サ
ク
ラ
も
お

か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
緑
深
い

葉
と
な
り
ま
し
た
。

苗
木
の
成
長
を
願
い
名
所
づ
く

り
を
目
標
に
植
栽
後
の
草
刈
り
を

行
い
ま
す
の
で
、
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

日
時

８
月
11
日
�
午
前
８
時
〜

10
時
　
※
雨
天
順
延

集
合
場
所

市
役
所
本
庁
舎
前
駐

車
場

募
集
期
間

８
月
７
日
�
ま
で

※
草
刈
り
機
、
カ
マ
な
ど
の
用
具

は
持
参
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
�
80
・
１
２
９
１

自
衛
官

防
衛
庁
職
員

東京湾アクアラインを経由して安房白

浜～東京駅間を結ぶ高速バス「房総なの

はな号」が、７月中旬から富津市内でも

利用できることになりました。

地域住民の皆さんの利便性向上のため、

ＪＲバス関東と日東交通が共同運行し、

高速竹岡（十夜寺付近）と上総湊駅前（市

民会館付近）の各停留所を新設します。

詳細については、チラシなどでお知ら

せします。

日東交通�� 0438・23・1812

高高速速ババススのの運運行行にに
つついいててののおお知知ららせせ

7
月
・
8
月
の
相
談

月
の
相
談

7
月
・
8
月
の
相
談

各
　
　 

種
　
　 

相
　
　 

談 

相

談

名

 ７

月

 

４ 

日 

５ 

日 

６ 

日 

７ 

日 
 ４ 

日 

月
曜
日 

火
水
金 

月
曜
日 

火
水
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

第
１
・
第
３ 

月

曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

水
曜
日 

第
１
・
第
３ 

金
曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

第

２

 

月
曜
日 

毎
週 

月
〜
金 

※
水
曜
日 

　
は
除
く 

９ 

日 

23 

日 

毎

週

 

火
曜
日 

 

８

月

 

１ 

日 

２ 

日 

３ 

日 

15 

日 

１ 

日 

場

所

 

時

間

 

問
い
合
わ
せ 

各
公
立
保
育
所 

市
民
課 

�
80
・
１
２
５
２ 

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
６ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

市
民
課 

�
80
・
１
２
７
６ 

市

役

所

 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

各
公
立
保
育
所 

富
津
公
民
館
 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

毎

週

 

月
〜
金 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

（
電
話
可
） 

午
前
８
時 

　
30
分
〜 

午
後
５
時 

（
電
話
可
） 

毎

週

 

月
〜
金 

13 

日 

27 

日 

毎

週

 

火
曜
日 

（
14
日
除
く
） 

結
婚
相
談

 

児
童
家
庭
相
談 

職

業

相

談

 

消
費
生
活

 

苦
情
相
談

 

子

育

て

 

ア
ド
バ
イ
ス 

シ
ル
バ
ー
相
談 

人
生
な
ん
で
も
相
談 

親
子
テ
レ
ホ
ン

相

談 

交
通
事
故
相
談 

人
権
行
政
相
談 

 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
相
談 

相

談

名

 

福
祉
相
談

 

介
護
相
談

 

法
律
相
談

 

子
育
て
相
談 

住
宅
改
造
相
談 

月

日

 場

所

 

相
談
員 

民
生
委
員 

弁

護

士

 

保

育

士

 

介
護
福
祉
士 

建

築

士

 

主
任
児
童

委

員

介
護
福
祉
士 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

学
識
経
験
者 

相
談
方
法 

面

接

 

電
話 

80
・４
０
４
５ 

電
話 

67
・２
８
０
１ 

電
話 

87
・５
０
７
７ 

面
接
・
電
話 

87
・９
６
１
１ 

面
接 

◆
予
約
制 

87
・９
６
１
１ 

電
話 

０
４
３
８
・
36
・ 

２
９
４
８
 

65
・２
７
７
２ 

65
・０
０
５
９ 

87
・２
１
０
４ 

面
接
も
可 

時

間

 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

問 

社
会
福
祉
協
議
会 

�
87
・
９
６
１
１ 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

午
後
１
時
〜 

　
　
　
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
９
時
30
分
〜 

11
時
30
分 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

和
光
保
育
園 

大
貫
保
育
園 

富
津
保
育
園 

特
別
養
護
老
人 

ホ
ー
ム 

【
紫
苑
荘
】 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー 

天
羽
老
人 

憩  

の  

家 

（
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク 

業
者
）日
本
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
（株）
木 

更
津
営
業
所 

日
時

７
月
28
日
�
午
後
５
時
〜

８
時

第
４
回
金
谷

き
ん
こ
く

の
里
夏
祭
り

募
　
集
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

市
役
所
前
通
り

サ
ク
ラ
並
木
の
管
理



期
間

７
月
17
日
�
〜
９
月
２
日

�時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時場
所

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

展
示
内
容

○
あ
の
世
と
こ
の
世

○
妖
怪
変
化
の
時
空
○
ウ
ラ
を
読

む
○
異
界
を
遊
ぶ

入
館
料

一
般
＝
４
２
０
円
、
高

校
・
大
学
生
＝
２
５
０
円
、
小
・

中
学
生
＝
１
１
０
円
　
団
体
＝
一

般
３
５
０
円
、
高
校
・
大
学
生
＝

２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
＝
90
円

※
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

Ｎ
Ｎ
Ｔ
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
�
０

４
３
・
２
２
７
・
８
６
０
０
　

れ
き
は
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

www.rekihaku.ac.jp

鈴
木
和
雄
さ
ん
の
後
任
と
し
ま

し
て
今
井
喜
八
郎
さ
ん
（
八
田
沼

１
１
２
８
番
地
）
が
新
し
く
農
業

委
員
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
佐
和
、
天
羽
地
区
の

委
員
担
当
区
域
の
一
部
が
次
の
よ

う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
今
井
喜
八
郎
＝
八
田
沼
、
中

○
庄
司
弘
＝
上
、
近
藤

○
宮
嵜
和
雄
＝
萩
生
、
竹
岡
、
金

谷（敬
省
略
）

農
業
委
員
会
�
80
・
１
３
２
８

（5）

案
　
内
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

農
業
委
員
に

今
井
喜
八
郎
さ
ん

さくら号 

7月 8月の 
移動図書館 
巡回日 

★どなたでも無料 
　です 
★１人１回３冊まで 

　生涯学習課 
　�８０・１３４５ 

ス テ ー シ ョ ン 名  7月 停　車　時　間 

 5 日（木） 

17日（火） 

 3 日（火） 

19日（木） 

12日（木） 

24日（火） 

8月 

 2 日（木） 

21日（火） 

 7 日（火） 

23日（木） 

 9 日（木） 

28日（火） 

山 九 � 下 飯 野 社 宅  

飯野コミュニティセンター  

富 津 公 民 館 　 青 堀 分 館  

J A 富 津 市 青 木 支 店  

J A 富 津 市 富 津 支 店  

金谷コミュニティセンター  

竹岡コミュニティセンター  

富津市役所　天羽行政センター 

富 津 市 立 　 天 神 山 小 学 校  

富 津 市 役 所 　 関 豊 連 絡 所  

富 津 市 役 所 　 峰 上 出 張 所  

農 村 青 少 年 研 修 セ ン タ ー  

J A 富 津 市 佐 貫 支 店  

県 営 富 津 団 地  

  9  時30分～10時 

10時10分～10時40分 

11時～11時40分 

  2  時～  2  時40分 

  3  時～  3  時50分 

10時～10時40分 

11時～11時30分 

  2  時～  2  時40分 

  2  時50分～  3  時40分 

  9  時50分～10時20分 

10時40分～11時20分 

  1  時30分～  2  時 

  2  時20分～  3  時 

  3  時20分～  3  時50分 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

　 

問 �65・4913

消
子
ち
ゃ
ん
の
そ
こ
が
知
り
た
い
住
宅
防
火 

1 1 9消防 

火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

�
65
・
４
９
４
９ 

シ
キ
ュ
ー 

シ
キ
ュ
ー 

消
子ち

ゃんからのひとこと 花火遊びは、大人といっしょにね

火を消してから　次のこと
たしかめて。

 

 

　花火遊びは、まわりの安全をよく確認して、水 
を入れたバケツなどで後始末もきちんとするよう 
　　　　　　　にお願いします。 
 

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア

パ
ー
ク
パ
ソ
コ
ン
教
室

い
き
ま
す
。

期
間

７
月
６
日
�
〜
12
月
28
日

�場
所

木
更
津
市
テ
レ
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー（
旧
木
更
津
そ
ご
う
８
階
）

対
象

シ
ニ
ア

定
員

30
人

受
講
日

毎
週
金
曜
日（
２
時
間
）

時
間
数

24
回
（
月
４
回
、
６
カ

月
コ
ー
ス
）

受
講
料

月
１
万
２
０
０
０
円

申
し
込
み
･

�
か
ず
さ
ア
カ
デ

ミ
ア
パ
ー
ク
�
０
４
３
８
・
20
・

５
１
０
６

企
画
展
示

ー
あ
の
世
・
妖
怪
・
占
い
ー

相
　
談
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

保
証
料
（
一
件
あ
た
り
）

50
万
円
以
下→

年
０
・
５
５
％

１
０
０
万
円
以
下→

年
０
・
８
０

％１
０
０
万
円
超→

年
１
・
０
０
％

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

同
保
証
協
会
�
０
４
３
・
２
４

７
・
０
７
１
１
、
商
工
観
光
課
�

80
・
１
２
８
７

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
現
在
、

夏
期
資
金
の
取
り
扱
い
を
し
て
い

ま
す
。

商
品
の
仕
入
れ
資
金
、
買
掛
金

教
育
・
警
察
・
児
童
相
談
・
精

神
保
健
な
ど
の
各
相
談
機
関
が
合

同
で
悩
み
ご
と
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

日
時

７
月
18
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
以
後
毎
月
第
３
水
曜

日
が
相
談
日
で
す
）

場
所

千
葉
県
青
少
年
女
性
会
館

県
庁
県
民
生
活
課
�
０
４
３
・

２
２
３
・
２
３
３
０
、２
２
８
８
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
・
２
５
１
・
０
８

４
９ 青

少
年
悩
み
ご
と

合
同
相
談

融
資
の
ご
案
内

お
よ
び
手
形
の
決
済
資
金
な
ど
に
、

長
期
・
低
利
の
公
庫
資
金
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
経
営
改
善
資
金
を
利
用

さ
れ
る
人
は
、
商
工
会
議
所
や
商

工
会
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

○
国
の
事
業
ロ
ー
ン

融
資
額

４
８
０
０
万
円
以
内

利
率

年
１
・
７
５
％
（
５
月
10

日
現
在
）

融
資
期
間

運
転
資
金
５
年
以
内

設
備
資
金
10
年
以
内

○
経
営
改
善
資
金

融
資
額

５
５
０
万
円
以
内

利
率

年
１
・
４
５
％
（
５
月
10

日
現
在
）

融
資
期
間

運
転
資
金
５
年
以
内

設
備
資
金
７
年
以
内

※
こ
の
ほ
か
に
も
業
種
や
資
金
の

使
い
途
に
よ
り
、
さ
ら
に
有
利
な

特
別
貸
付
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

同
公
庫
館
山
支
店
�
０
４
７
０

・
22
・
２
９
１
１

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

千
葉
県
教
育
庁
で
は
、
次
の
人

を
対
象
に
認
定
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

�
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
、
就
学
義
務
猶
予
免
除
で

あ
る
人
ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
で
あ
っ
た
人
で
、
年
度
末
ま

で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人
。

�
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
小

学
校
、
中
学
校
、
盲
学
校
、
聾
学

校
、
ま
た
は
、
養
護
学
校
に
在
学

し
年
度
末
に
満
15
歳
に
達
す
る
児

童
ま
た
は
生
徒

�
年
度
末
ま
で
に
満
16
歳
以
上
に

な
る
人
（
た
だ
し
、
�
�
に
掲
げ

る
人
を
除
く
）

�
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
年

度
末
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る

人願
書
受
付
期
間

８
月
１
日
�
〜

８
月
31
日
�

試
験
期
日

11
月
５
日
�
午
前
10

時
開
始

試
験
場

千
葉
県
立
中
央
図
書
館

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
11
―
１

試
験
科
目

国
語
・
社
会
・
数
学
・

理
科
・
外
国
語
（
英
語
）
、
希
望

に
よ
り
、
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス

語
も
受
験
可
能

千
葉
県
教
育
庁
学
校
指
導
部
指

導
課
�
０
４
３
・
２
２
３
・
４
０

５
９７

月
よ
り
、
シ
ニ
ア
対
象
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
無

理
な
く
じ
っ
く
り
と
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

ん
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
学
ん
で

公
的
保
証
付
き
融
資
の

ご
利
用
を

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
は
、
中

小
企
業
の
皆
さ
ん
が
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
る
際
、
保
証
を
す

る
公
的
機
関
で
す
。
県
内
６
万
の

企
業
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

保
証
限
度
額

�
一
般
保
証→

２

億
８
０
０
０
万
円
（
う
ち
８
０
０

０
万
円
は
、無
担
保
扱
い
の
保
証
）

�
特
別
小
口
保
証
（
無
担
保
・
無

保
証
人
）→

１
０
０
０
万
円

水
稲
農
薬
空
中
散
布

地
区
・
日
程

・
天
羽
地
区
　
７
月
22
日
�

・
大
佐
和
地
区
　
７
月
17
日
�

散
布
時
間

午
前
５
時
〜
９
時
30

分
ご
ろ
ま
で

�
67
・
３
４
６
５
ま
た
は
農
林

水
産
課
�
80
・
１
２
８
２

技
術
専
門
講
習
会

受
講
コ
ー
ス
○
ガ
ス
溶
接
技
能

講
習
○
家
庭
に
お
け
る
一
般
塗
装

農地の違反転用を防止するため

７月１日から９月末日までを「農

地違反転用防止対策強化月間」と

定め、県と共同巡回パトロールを

実施いたします。

農地の違反転用を発見した場合

には、農業委員会事務局または地

元の農業委員に通報してください。

農業委員会事務局�80・1328

農農農農地地地地違違違違反反反反転転転転用用用用防防防防止止止止
対対対対策策策策強強強強化化化化月月月月間間間間

平
成
13
年
4
月
よ
り
分
院
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
地
域
医
療
の
実
践
を
旨
と
し
富
津

市
民
に
育
て
ら
れ
愛
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
の
身
で
は
あ
り
ま

す
が
職
責
を
淡
々
と
こ
な
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
温
か
い
ご
支
援
ご
指
導
を
衷
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

�
昭
和
30
年
4
月
23
日
生
ま
れ
（
46
歳
）

�
千
葉
県
袖
ヶ
浦
市
出
身

�
自
治
医
科
大
学
（
昭
和
56
年
卒
）

�
座
右
の
銘
「
一
偶
を
照
ら
す
是
れ
則
ち

国
の
宝
な
り
」

ち
ば
の
お
い
し
い
魚

料
理
コ
ン
テ
ス
ト

内
容

県
民
の
人
た
ち
に
ち
ば
の

お
い
し
い
魚
を
素
材
に
し
た
「
お

い
し
い
魚
料
理
」
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
す
。

募
集
料
理

ア
ナ
ゴ
ま
た
は
ス
ズ

キ
（
セ
イ
ゴ
、
フ
ッ
コ
）
を
使
っ

た
料
理
で
調
理
時
間
90
分
以
内
に

家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
も
の

応
募
方
法

材
料
、
調
理
方
法
を

明
記
し
、
写
真
か
イ
ラ
ス
ト
を
付

け
て
８
月
３
日
�
（
消
印
有
効
）

郵
送
で
〒
２
６
０
│
８
６
６
７
千

葉
市
中
央
区
市
場
町
１
│
１
県
庁

水
産
課
内
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
へ

選
考
方
法

一
般
の
部
、
親
子
の

部
（
小
学
生
対
象
）
各
５
組
程
度

を
選
考
し
、
９
月
８
日
�
に
実
際

に
調
理
し
て
も
ら
い
ま
す
。

同
事
務
局
�
０
４
３
・
２
２
３

・
３
０
４
５

○
パ
ソ
コ
ン
科
資
格
取
得
コ
ー
ス

場
所

千
葉
県
立
市
原
高
等
技
術

専
門
校

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

申
し
込
み
・

同
高
等
技
術
専
門

校
�
０
４
３
６
・
22
・
０
４
０
３

　
Ｊ
Ａ
富
津
市
内
植
物
防
疫
協
会 

君津中央病院大佐和分院

分院長就任のご挨拶



千
葉
県
の
今
年
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
６
月

10
日
現
在
で
１
万
４
９
４
６
件
で
す
。
負
傷
者
は

１
万
８
６
４
３
人
で
死
亡
者
は
１
７
７
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
よ
り
も
減
っ
て
は
い
る

も
の
の
、
死
亡
者
数
の
多
い
都
道
府
県
の
中
で
は

ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。

富
津
市
で
は
発
生
件
数
１
２
３
件
、
負
傷
者
１

６
６
人
、
死
亡
者
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
旅
行
や
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

楽
し
い
思
い
出
が
こ
わ
れ
な
い
よ
う
交
通
事
故
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
の
徹
底

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
と
無
謀
運
転
の
防
止

分け方

トマピー 

（6）

俳
　
　
句

稲
村
蓼
花
　
選

花
茣ご

蓙ざ

に
老
の
住
居
の
華
や
げ
り

（
評
）
絵
む
し
ろ
と
も
い
っ
て
夏
縁
側
な
ど
に
敷
く

紫
陽
花
に
尼あ
ま
寺
の
径
せ
ば
ま
り
し

（
評
）
鎌
倉
の
紫
陽
寺
か

螢
火
を
父
と
見
し
日
の
な
つ
か
し
く

（
評
）
昔
の
思
い
出

寺
ま
で
の
道
紫
陽
花
の
限
り
な
く

（
評
）
紫
陽
花
の
つ
づ
く
道

用
水
の
流
れ
る
音
や
青
田
道

（
評
）
田
を
見
廻
り
に
行
っ
て
出
来
た
一
句

選
　
者
　
吟

螢
と
ぶ
母
の
ふ
る
さ
と
な
つ
か
し
き

（
小
久
保
）

（
富
津
）

（
二
間
塚
）

（
篠
部
）

（
小
久
保
）

平
野
　
寿
子

高
橋
ま
ゆ
み

萱
野
　
菊
子

馬
場
由
美
子

平
野
　
保
一

稲
村
蓼
花

短
　
　
歌

撒
き
て
や
る
飯
の
遲
れ
を
急
か
す
が
に
庭
の
雀
は
一
羽
づ
つ
増
す

登
り
来
る
車
昼
の
陽
散
ら
し
つ
つ
ま
れ
に
客
な
き
バ
ス
も
通
れ
る

四
五
行
の
日
記
欠
か
さ
ず
書
き
綴
る
三
年
分
の
厚
き
ノ
ー
ト
に

青
々
と
防
音
壁
に
延
ぶ
る
蔦
夜
明
け
の
雨
に
つ
ゆ
の
玉
光
る

降
り
続
く
梅
雨
を
悦
び
ゐ
る
が
に
も
葩
は
な
び
ら
ゆ
た
に
咲
け
り
菖
蒲
は

（
下
飯
野
）

（
下
飯
野
）

（
二
間
塚
）

（
千
種
新
田
）

（
小
久
保
）

立
川
　
喜
美

渡
辺
　
不
二

平
野
八
重
子

安
斎
　
は
る

石
渡
　
静
江

夏
の
到
来
と
と
も
に
、
海
水
浴
、
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ボ
ー
ト
遊
び
な
ど
、
水

に
親
し
む
機
会
が
多
く
な
り
、
水
難
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

警
察
で
は
、
海
水
浴
場
や
危
険
な
場
所
な
ど
へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
心
が
け
、
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
区
域
と
表
示
さ
れ
た
区
域
に
入
ら
な
い
。

・
海
水
浴
は
、
市
町
村
で
指
定
し
た
、
監
視
員
の
い
る
安
全
な
場
所
で
行
い
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
。

・
疲
れ
て
い
る
と
き
、
お
酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
海
に
入
ら
な
い
。

・
悪
天
候
の
時
は
、
無
理
な
遊
泳
、
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
を
し
な
い
。

・
子
ど
も
だ
け
で
海
や
川
に
行
か
せ
ず
、
大
人
が
付
き
添
う
よ
う
に
す
る
。

（
富
津
警
察
署
�
66
・
０
１
１
０
）

富
津
市
で
は
昨
年
10
月
か
ら
新

聞
紙
、
雑
誌
、
紙
パ
ッ
ク
、
そ
の

他
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
繊
維
類
の

６
品
目
を
「
資
源
ご
み
」
と
し
て
、

月
１
回
、
無
料
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
、
収
集

量
は
月
平
均
50
ト
ン
程
度
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
市
民
一
人
当

た
り
に
す
る
と
月
に
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
満
た
な
い
量
で
す
。

資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
、
限
り
あ
る
資
源
を
守
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
６
品
目
の

「
資
源
ご
み
」
と
し
て
の
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
収
集
日
程
な
ど
詳
し
く

は
、「
ご
み
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私たちの税金が公共サービスの重要な財源な
んだってことが、先月号のこのコーナーでわか
ったけど、具体的にはどんな活動でどのくらい
の金額なの？　という質問に答えてみよう！

では、平成11年度の教育費を例にとって見ましょう
教育費の決算額は、13億9400万円で、そのうちの市税を充てた額は8
億6400万円でした。内訳は、小学校費に1億7400万円（小学生一人当た
り5万6126円）、中学校費に1億3100万円（中学生一人当たり7万5865
円）、社会教育・保健体育費などに5億5900万円となっています。
そして、主な事業は、小中学校施設整備事業、コンピューター整備事業、
教科書購入、健康診断などがあります。子どもたちの学ぶ場の環境整備と
して、このように、各小・中学校の改修工事を行ったり、現在のＩＴ社会
に対応する教育として、中学校にインターネットの接続を開始しました。
現在も、学校の施設の整備を行い、コンピューターの台数を増やしたり

今今今今月月月月のののの納納納納期期期期 7月31日
固定資産税（第2期）

国民健康保険税（第1期）

介護保険料（第1期）

市民ふれあい公園7月行事
管理事務所　�87・4205

7/21, 22

臨海野球場
7/1, 8
15, 29

陸上競技場
7/20, 22

球技広場
7/8, 15

君津支部中学校総合体育大会
※野球の部・テニスの部

富津市民野球大会

第６回イオン富津ＳＣ杯争奪Ｊr
サッカー選手権大会
※球技広場　7/20, 22

第17回新日鐵旗争奪少年野球大会

富
津
市
に
あ
る
湊
川
数

馬
の
取
水
堰
、
君
津
市
に

あ
る
小
糸
川
の
人
見
取
水

堰
、
取
水
し
た
水
を
浄
化

し
て
い
る
人
見
浄
水
場
、

豊
英
ダ
ム
、
郡
ダ
ム
の
水

深
は
水
際
よ
り
急
に
深
く

な
っ
て
い
て
近
寄
る
こ
と

は
大
変
危
険
で
す
。

こ
の
た
め
、
ダ
ム
な
ど

の
施
設
の
周
り
に
は
フ
ェ

ン
ス
を
め
ぐ
ら
せ
、
立
入

禁
止
の
措
置
を
と
っ
て
い

ま
す
。

特
に
子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
ら
の

施
設
付
近
へ
の
立
入
り
は
、
大
変

危
険
で
す
。
水
難
事
故
な
ど
の
防

止
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

湊川取水堰

千葉県企業庁からのお願い
地方分権一括法の施行により、法定外公共物が国から市町村に譲与され
ます。譲与後の管理は譲与された市町村が行うこととなり、まちづくり・
公共物の用途廃止・払い下げなどが市町村の独自の判断でできるようにな
ります。
富津市では、譲与手続きを次のとおりの順序で地区ごとに行う予定です。
詳しくは問い合わせください。

○ 平成12年度　新井区をモデル的に実施（譲与済み）
○ 平成13年度　富津地区（新井区を除く）・大佐和地区
○ 平成14年度　峰上地区の一部・関豊地区
○ 平成15年度　湊地区・天神山地区・峰上地区の一部
○ 平成16年度　竹岡地区・金谷地区

法定外公共物とは…道路法あるいは河川法などの法律の規制を受けない、いわゆる
「里

り

道
ど う

」、「水路」などのこと。
「里道」―　高速自動車国道、一般国道、都道府県道、市町村道以外の道路で、

認定外道路、いわゆる赤道（あかみち）とも呼ばれています。
「水路」―　一級河川、二級河川、準用河川以外の河川で、普通河川、青溝など

とも呼ばれています。
建設部管理課法定外財産対策班�80・1296

法定外公共物の譲与手続きのお知らせ 水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

新
聞
や
雑
誌
を

「
可
燃
ご
み
」
で

出
し
て
い
ま
せ
ん
か

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

７
月
20
日
�
か
ら
８
月
20
日
�
ま
で

―
走
り
ま
せ
ん
！
み
ん
な
が
ベ
ル
ト
を

し
め
る
ま
で
―

●販売店で配られた袋に入れるか、ひも
で十文字に縛って（高さ50cm以内）ごみ
ステーションに出して下さい。

●ひもで十文字に縛ってごみステーショ
ンに出して下さい。
●内側がアルミコーティング（銀色）に
なっているものは出せません。（お酒のパ
ックなど）

●ひもで十文字に縛って（高さ50cm以内）
ごみステーションに出して下さい。

●扱いやすい大きさにまとめ、ひもで縛
ってごみステーションに出して下さい。
・止め金、ガムテープが付いていても構いま
せん。
・内側が防水加工されていないもの。

●紙袋に入れるか、ひもで十文字に縛っ
てごみステーションに出して下さい。

●ひもで十文字に縛るか、透明なビニール袋
に入れてごみステーションに出して下さい。
・雨カッパ・革ジャン等の非繊維類は出せません。
・衣類でボタン、ファスナー等は、はずす必要は
ありません。

断面が
のようになっている
もの。

新　　聞

紙パック

雑　　誌

その他紙

段ボール

繊　　維
綿製品・化学合成
繊維など
（冬物は出せません）

新聞・紙パック・
雑誌・段ボール
以外の紙

週刊誌・単行本・
まんが本など

新聞紙に広告が
入っていても
構いません。

出　　し　　方

市で無料収集する資源ごみ　雨の日はぬれない工夫をして下さい。

インターネット回線を増やし
たりと充実させています。

課税課�80・1241

牛乳・ジュース等
の入っている
紙製容器。

中はよく洗って！



（7）

内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

  3 日(火) 9  :30～11:30 天羽行政センター 

健 康 相 談  
  

健康全般に関する相談 
 

4 日(水) 10:00～15:00 金谷コミュニティセンター 

 5 日(木) 10:00～15:00 天羽漁協金谷支所   

 
栄 養 相 談  

 3 日(火) 9  :30～11:30 天羽行政センター 
食事(栄養)などについての 
相談 

 
23日(月) 9  :30～11:30 健康づくり課 

 

乳幼児相談 
 3 日(火) 10:00～12:00 市役所1 階保健センター １歳６カ月ごろまでの乳 

幼児 
  5 日(木) 10:00～12:00 市民会館  

    
生後３カ月ごろの発育･発 
達･離乳準備と離乳食の始 
まりについて 
 

平成13年３月生  
 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

3カ月児教室  13日(金) 9  :30～ 9  :45 市役所 5 階会議室  

     

     

7カ月児教室 24日(火) 13:00～13:15 中央公民館 
平成12年12月生 
生後７カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について     
 

9カ月児教室 25日(水) 13:00～13:15 中央公民館 
平成12年10月生 
生後９カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について     
 

1歳児教室  

母 親 学 級  

25日(水) 9  :30～ 9  :45 中央公民館 
平成12年 6月生 
１歳ごろの保育と食事に 
ついて 

     

   
 

 
   

 
   

     

1歳6カ月児健診  2 日(月) 13:00～13:30 市役所５階会議室 平成11年12月生 

 4 日(火) 13:15～13:30 市役所１階保健センター 
１回目―妊娠中の生活と赤 
ちゃんの発育発達について 

２回目―妊娠中の栄養・調 
理実習  12日(木) 13:15～13:30 中央公民館 

3歳児健康診査 10日(火) 13:00～13:30 市民会館 平成10年１月生 

◯相談・健診（7/1～7/31）　問 �80・1268

対
象
・
妊
婦 

君津郡市夜間急病診療所 

�0438・25・6284
●診療時間：午後9時～深夜12時まで 
　　　　　 （毎夜間診療しています） 
●診療科目：内科・小児科 
　　保険証（老人医療受給者証）は、必ず持参 
　してください。保険証がないと治療費を全額 
　負担していただくことになります。 

木
更
津
港 

県道木更津富津線県道木更津富津線 県道木更津富津線 

至岩根駅 至 
祇園駅 

木更津木更津 
　郵便局　郵便局 
木更津 
　郵便局 

銀行 信用金庫 

富士見通富士見通り 富士見通り 
西口 西口 東東口 東口 

アインス アインス 
ホ
テ
ル 

木
更
津
駅 

夜間急病診療所 

7月 
7月 
7月 
7月 
7月 
7月 

1 日 
8 日 
15日 
20日 
22日 
29日 

 

日 
日 
日 
金 
日 
日 

65・3133 
65・0401 
87・0650 
66・1488 
88・0674 
65・0992

月　日 曜日 当  番  医  名 電話番号 

休日当番医 ◇受付時間　午前 9 時～午後 5 時 

今 村 内 科 病 院  
町 沢 医 院  
三 枝 病 院  
坂 原 医 院  
高 本 ク リ ニ ッ ク  
森田医院附属富津診療所 

内　容 実施日 受付時間 会　　場 対　　象 備　　　考 

ツベルクリン 
反応・検査 

7 月 13:00～13:30

13:00～13:30

市役所 ５ 階会議室 平成13年3月 
　   　生まれ 

４歳未満まで接種可能※接種方 
法･ツベルクリン反応検査後48時 
間後に判定･陰性者(９mm以下) 
にBCG接種します。(１週間前から 
の体温測定はBCGに向けて必要)判定･BCG接種 7 月 市役所 ５ 階会議室  

ポ  リ  オ 7 月 13:00～13:30 市役所 ５ 階会議室 

平成12年12月生まれ 
（２回目） 

７歳５カ月まで接種可能 
接種方法    ６週間以上間隔 
をあけて２回飲みます。 

3 日 

5 日 

6 日 
平成13年 2 月生まれ 
（１回目） 

☆予防接種は １ 週間の検温と母子手帳がないと受けられません。（予診票に必ず記入） 
☆通知する子以外でも対象年齢内であれば接種できます。（お問い合わせ下さい） 
☆受付時間を過ぎて入場された場合お断りすることがあります。必ず時間内にお入り下さい。 
☆予防接種のすすめ（予診票のつづり）の内容をよくお読み下さい。 

注
意 

◯集団接種　問 �80・1268

切り立った岩壁、湿った岩肌、ひんやりした重々し
い空気の中、落差は９メートルもあるのに素直に感じ
る流れは、真摯な様子さえうかがえる滝です。

� 久
く
保
ぼ
下
したの
滝
たき

―宇藤原―

�80・1270
テレホン健康相談 

月～金　午前9時～正午 
（健康づくり課） 

問い合わせ 
健康づくり課 
　�80・1268

お友だちと

楽しく

あそんでるよ

うさぎぐみ

パワー全開！

茂木 啓
ひろむ

くん 平成8年4月30日生まれ（豊岡）

ポリオ追加接種(昭和50年から52年生まれの人)
　昭和50年から52年生まれの人は、厚生労働省の調査で、ポリ 
オの抗体が低いことが判明しています。これらの人は、ポリオ 
を接種した自分のお子さんの便などから感染する恐れがあります。 
市では、これに対処するために、任意による追加接種を行いま 
す。下記の対象者に該当し、希望する人は、接種日１週間前ま 
でに母子手帳を持参して健康づくり課に申し込んで下さい。 
★対象者　昭和50年から52年生まれの人で、ポリオを接種する 
　　　　　乳幼児の保護者かその同居家族。ただし、過去にポリ 
　　　　　オを２回接種してある人。 
★接種日時　乳幼児と同日･同会場で行います。 
★申し込み・問い合わせ　健康づくり課 � 80・1268

撮影　菅原譲太郎さん

血
友
病
以
外
の
病
気
で
非
加
熱

血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
を
受

け
た
可
能
性
の
あ
る
人
は
、
血
液

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象

昭
和
47
年
〜
昭
和
63
年
の

間
に
次
の
病
気
で
公
表
医
療
機
関

に
入
院
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

・
新
生
児
出
血
症
な
ど
の
病
気
で

「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」
と
指
摘

を
受
け
た
人
・
肝
硬
変
、
劇
症
肝

炎
で
入
院
し
出
血
の
著
し
か
っ
た

人
・
食
道
静
脈
瘤
の
破
裂
、
消
化

器
系
疾
患
に
よ
り
大
量
の
吐
下
血

の
あ
っ
た
人
・
大
量
に
出
血
す
る

よ
う
な
手
術
を
受
け
た
人
（
出
産

時
の
大
量
出
血
も
含
む
）

検
査
内
容

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

と
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
方
法

過
去
に
治
療
を
受
け

た
公
表
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
転
居
・
廃
院
な
ど
に
よ

り
当
該
医
療
機
関
に
受
診
で
き
な

い
場
合
は
、
他
の
公
表
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

受
診
さ
れ
た
医
療
機
関
で
当
該
製

剤
の
投
与
状
況
な
ど
の
確
認
が
で

き
な
い
場
合
も
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

費
用

無
料
（
検
査
受
け
入
れ
期

間
に
受
診
の
場
合
）

検
査
受
け
入
れ
期
間

７
月
31
日

�
ま
で

木
更
津
保
健
所
�
０
４
３
８
・

22
・
３
７
４
３
、
千
葉
県
健
康
福

祉
部
薬
務
課
�
０
４
３
・
２
２

３
・
２
６
１
８
、
同
健
康
福
祉
部

健
康
増
進
課
�
０
４
３
・
２
２

３
・
２
６
６
５

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎

検
査
の
受
診
の
お
知
ら
せ

木
更
津
地
区
で
麻
疹
が
流

行
し
て
い
ま
す
。
予
防
接
種

を
進
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

７
歳
５
カ
月
ま
で
は
無
料
で

す
。
７
歳
６
カ
月
以
上
の
人

は
有
料
と
な
り
ま
す
。

麻
疹
が
流
行
し
て
い
ま
す

7月7日（土）七夕献血 場所：イオン富津ショッピングセンター
時間：10：00～11：45 13：00～15：30



ふ
る
さ
と
を
想
う 

福
島
県
郡
山
市 

73

つ
き
　  

よ  

　
の
　   

ま
ち 

郡山市

（8）

気をつけよう!毎月10日は「交通安全の日」です

訓
練
成
果
の
披
露

6
月
16
日
、
第
15
回
富
津
市
消
防
団
消
防
操
法
大
会

が
富
津
公
民
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
訓
練
に
励

ん
だ
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

4
月
1
日
か
ら
、
消
防
団
組
織
が
変
り
、
分
団
対
抗

の
操
法
大
会
と
し
て
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
に
6
チ
ー
ム
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
6
チ
ー
ム
が
出
場
。
団
員
の
機
敏
な

動
き
と
熱
気
に
、
見
物
に
訪
れ
た
人
た
ち
も
圧
倒
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

○
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

優
勝
　
第
5
分
団

（
吉
野
地
区
）

2
位
　
第
2
分
団

（
飯
野
地
区
）

3
位
　
第
3
分
団

（
青
堀
地
区
）

―
消
防
団
操
法
大
会
―

頑張ったね
―心身障害児者

スポーツ大会―

6
月
9
日
、
第
24
回
君
津
地
域

心
身
障
害
児
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

富
津
市
総
合
社
会
体
育
館
で
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
隣
4
市
に
よ
る
心
身
障
害
児

者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体
力
の

向
上
や
機
能
回
復
、
交
流
を
深
め

よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

パ
ン
食
い
競
走
や
卓
球
、
封
切

り
競
走
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
競

技
に
、
家
族
も
一
緒
に
楽
し
み
、

会
場
は
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

富津クラブの皆さんと
練習に励む子どもたち

バスケットボールをドリブルする音が富津小体育館に響
き渡ります。バスケットに思いを寄せた仲間たちが昭和50
年に創立した富津クラブ。男女ともに関東クラブチーム大
会などに出場した経験があり、古い歴史を持つバスケット
チームです。
「やるぞ！先ずウォーミングアップから」と声を掛ける
リーダーの小川浩さん。今は、20歳代から40歳代の12人に
よるメンバーが、地域の中・高校生に、バスケットの技術、
スピード感やチームプレーとしての楽しさを知ってもらお
うと、毎週水・土曜日の午後７時から９時まで育成にあた
っています。
子どもたちも応えるように威勢良く声をかけ合い真剣さ
が感じられます。「バスケットは、基礎体力、足腰の強化を
身につけることが大切です」「子どもたちの中で一人でも多
く日の丸を胸に活躍出来る選手が育てば」と指導者たち。
バスケットを通じて、ルールを守り世界へ羽ばたく子ど
もたちになってもらおうと日々夢みて練習を重ねています。

夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
花
火
大

会
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
富
津
花
火
大
会
が
21
日

に
行
わ
れ
ま
す
が
、
家
族
、
友
達

や
恋
人
で
観
覧
す
る
こ
と
が
一
番

だ
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
広

報
と
い
う
立
場
で
、
カ
メ
ラ
と
一

緒
に
観
覧
す
る
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
と
も
あ
れ
、
夜
空
に
彩
り

を
飾
る
花
火
を
満
喫
し
て
は
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。（

ふ
じ
ひ
ら
）

富
津
市
民
憲
章

◯
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
友
愛
と
感
謝
の
気
持
ち
で
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
と
し
よ
り
や
こ
ど
も
を
大
切
に
し
、
幸
せ
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
健
康
で
仕
事
に
励
み
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
教
養
を
高
め
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝
　
第
7
分
団

（
湊
地
区
）

2
位
　
第
12
分
団

（
関
豊
地
区
）

3
位
　
第
8
分
団

（
天
神
山
地
区
）

大
き
く
育
っ
て
ね

│
サ
ク
ラ
植
樹
│

6
月
11
日
、
Ｊ
Ｒ
職
員
1
9
0

人
が
、
佐
貫
町
駅
構
内
に
サ
ク
ラ

の
苗
木
50
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

汗
ば
む
陽
気
の
中
、
地
元
佐
貫

小
学
校
5
・
6
年
生
76
人
も
協
力
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
鉄
道
沿
線
に
緑

を
広
げ
よ
う
と
、
平
成
4
年
か
ら

行
っ
て
、
今
年
で
10
回
目
。

▲安積開拓のシンボル「開成館」

渡辺はるさん
（西大和田）

自然のぬくもりを感じさせる町

福島県の中央部に位置し、安
あ

積
さか

平野を中心に西
は猪苗代湖岸に接し、東は阿

あ

武
ぶ

隈
くま

山系、北は安
あ

達
だ

太良
た ら

山頂に達し、市街地東部を阿武隈川が南北に
貫流しています。
45歳までいた郡山市。私の生まれ育った町は、
旧安積群湖

こ

南
なん

町で、農業を営む地域。幼いころか
ら田や畑を手伝ったものでした。
春になると、ぜんまい、わらびや笹竹といった
山の幸を取りに行き、夏になると、兄弟で家の裏
を流れる中地川で泳いだり、「あかはら」と言う魚
を取っては、よく天ぷらにして食べました。「お
いしかったですよ。」
猪苗代湖畔の舟津公園で７月に行われる湖まつ
りは、湖上花火が盛大に夜空を彩り、夏の風物詩
として観光客を楽しませています。
また、東北地方最大の大仏として知られる「中
地大仏」がある東光寺では、９月に行われるお祭
りに、相撲大会が開かれ、大人や子どもがたくさ
ん参加してにぎわいを見せています。幼いころよ
く遊びに行ったことが今でも強く印象に残ってい
ます。
ふるさとを後にして30年。両親の墓参りに、必
ずお盆に帰ります。
帰った時に、近所付き合いや人柄の良さが感じ
られ、再びこの地で暮らしたいという気持ちにな
ります。それだけ故郷は忘れられないのでしょう
か。
富津市は、弟が住んでいる関係で来ました。初
めて見た真っ青な海、磯の香り、海の幸どれをと
っても驚きました。気候も良く今では、この地に
腰を据え、第２のふるさととして楽しんで過ごし
ています。

☆人口 約33万人　☆面積 731.05�
☆特徴…区会所として明治７年に建築された木造
擬洋風三層楼
ぎょうようふうさんそうろう

建物「開成館」があります。安積開
拓のシンボル的存在として知られ、県重要文化財
に指定されています。


